
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の概要 

「阿品台西小学校のすてきを見つけ，たくさんの人に伝えよう」をテーマに活動を開始。 

① 校章・校歌・シンボルツリー（双けやき）について調べる。 

② 学校から見える「宮島」について調べ，現地を訪れてよさを体感し，新聞にまとめる。 

③ 「学校のすてき」について，先生を対象にインタビューし，ポスターにまとめる。 

  ☆デジタルカメラ・タブレットのカメラ機能・パソコンの使い方を学ぶ。 

④ ２年生に先生たちに取材した「学校のすてき」を発表する。 

「廿日市市」について社会科で学習したことを含めて「ふるさと廿日市」のすてきについて考え， 

これから自分たちが実践したいことを交流し合う。☆ジャムボード等を活用 

★アピールポイント★ 

・活動の特色 ・授業展開や学習形態、教材等の工夫 ・地域人材、財産等の活用 

・児童生徒の心を揺さぶる仕掛け ・他教科等との関連 ・ＩＣＴの効果的な活用 等 

・イメージマップを作成し，阿品台西小学校について，知っていること・知りたいこ

と・調べたいことを書き出して交流し，「自分たちの調べたい・確かめたい」対象とし

て学校をとらえ直すことから学習をスタートさせた。 

・ICT 機器の活用により，「世界に発信することも可能」だという発展性を伝えながら，

はじめに発表する相手を「２年生」に限定した。自分たちの手で実現可能な課題だと

とらえることで安心して活動に取り組むことができた。 

・「海が見える」→「宮島が見える」→「行って体験してみたいことがたくさんある」→

「行く前に調べておこう」と，児童の意欲 

の高まりと学習活動をリンクさせることが 

できた。 

・学校の教職員への取材を学習活動に取り入 

れることにより，教職員の協力を得られた。 

また，学校の良さを子どもたちと共に考え 

てもらう事ができた。               ＜先生にインタビュー＞ 

児童生徒の姿（○）、振り返り（◇） 

〇学校の良さ・廿日市の良さについて多様な面から考え，感じることができた。 

〇学校の教職員への取材から，「子どもたちのことを思っている」「子どもたちを守って

くれている」等，心情的に深い気付きを生む内容のあるものとなった。 

◇直接話を聞いたり，出かけて調べたりする活動を増やすとさらに効果的な学習になる

と考える。学校や地域の「課題」を発見し，解決したいという意欲につなげたい。 

 

単
元
名 

【単元の目標】学校の良さを調べることで，海あり山ありの

ふるさと廿日市市でたくさんの人々に支えられて育っているこ

とに気付き，自分たちのできることを実践していこうとする態

度を育てる。 

 

阿品台西小学校   

 

別紙様式 

【教科】総合的な学習の時間 【学年】第３学年 

【育成を目指す資質・能力】思考・判断・表現力等 

【連携諸機関・人物】 

 学校の教職員 

 宮島地域の方  々

【関連のある SDGsの目標】 

「阿西小のすてき」 

～学校のすてきなところを見つけよう

～ 
 


